





















豊期の日本国家の特徴を読み取 のに「天下」が重要な文言であることは異論のないことと思われる。本章では、宣教師が「天下」という文言と織豊期権力 どのように認識していたのかを明らかにし そこから当該期 力論につなげていきたい。
 
















入京したのを契機に、日本の「国王」は戦国大名である みなされ、国 も大名領国を単位とした捉え方をするようになった。以後 大名 「国王」 する理解は戦国 通じて変わらない。だが、ガスパル・ヴィレラによ
って本格的に畿内布教が開始されると、天皇
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王（織田信長）が、都で殺された公方様（足利義輝）の兄弟（足利義昭）を武力に って（将軍職に）就かせるために 六万の軍勢を率いて都にやってきまし （
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 pequeno reino ）を領有しておりましたが、武力と策略によって
短期間のうちに日本の全君主国の君主（
senhor de toda a m
onarchia de Iapão ）となりま
した。現在三十四カ を従えており、他国にも手を広げ、さらに残る諸国全ての領主たることを望んでおります。（中略）もしこれらの仏僧［本願寺等］がいなかったならば、彼［信長］ すでに日本全国の君主（
senhor de todo Iapão ）となっていたでしょ
う。（中略）都の街は〈別のところで記したように〉日本全国の 来の君主（
senhor n
atural de todo Iapão ）である内裏の居所であります。現在彼は（日本）統治の象徴にす
ぎませんが、この街は日本全国の政庁であり首都（
crte &
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権力であったことは、宣教師の史料を見ても明らかである。それは、これまで ような大名領国の「国王」という表記ではなく、「天下の君主」 表記されるようになった からも容易に理解できよう。この「天下」は、
すなわち「君主国」のことであると宣教師も







este fidalgo, por nom
e foquigiro ）」
(24)と書かれている。伴天連追放の綸




































秀吉と対峙するが敗れたこ が記さ ている。このように、秀吉が信長の後継者としての地位に至るまでに、信長 子息や家臣などと 後継者争い あったことを伝えている。そして、 の目指 ところは、当時信長の地位であった「天下 君主」であった。秀吉が信長の跡を継ぎ、「天下 君主」になった後、次に目指した が「日本全国の君主」であった。先のヴァリニャーノ宛フロイス書翰には、「日本全国 絶対君主となるまで留 ることがないようであります（
m
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それとともに 「日本全国 国王」 とも記されるように てくる
(35)。 いつ 「日本全国の国王・
絶対君主」と評価されるようになったかは、宣教師の書翰では正確な時期を特定することができない。しかし、一五八八年二月二〇日付フロイス書翰から確認できること 考えると、関白に就任し、九州平定を果 時期と考えるのが妥当であろう つまり、宣教師の中心的な宣教活動地域である西日本を秀吉が平定したことに り、彼らの目からみても秀吉は日本の統一権力者であり、絶対君主 のであ 。
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m
o rei de Iapão.(47)  
  
やはり、【史料７】でも、日本の本州の中心は五畿内であり、その地域が日本の君主国
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重要である。 ロドリゲスも 「太閤は一五八二年に天下 受け継 だ
(53) と書いているように、






















であり、国王かつ主 者はただ一人であって れを皇、もしくは 、または内裏と称する（
o senhor universal, rey e m



















の国王」と記されて いる 、実質的権力者の秀吉より上位に位置することを明確にしいる。例えば、【史料５】にある「（天）皇 彼を名誉において（天）皇 ぐ次 （地位に当たる）関白殿に任じた」という箇所がそうである。こうした記述は他にも見られ
(58)、













して説明し ことと もに、こ 時期彼らが天皇にも注目し との意味を深めていく必要がある。宣教師は、天皇の持つ権威の源泉と 、天皇の官職授与 注目した
(60)が、「天
下」による支配という側面（新しい動き）と、公武 併存関係（旧来よ 動き）の両面を読みとることによって、織豊政権の特徴を読み取 ことが きよう
 











そのキーワードとなる語句が、本章で検討してきた「天下」であった。本能寺の変直前、宣教師は信長に対して「天下の君主」と説明をす よう なり、信長横死後は秀吉 その後継者として認め、信長同様「天下の君主」
と位置付ける。秀吉が全国平定を果たすと、
































を用い始める契機についても考えていかなければな い。そうす ことで「 」観念の新規性と古来よりの継続性という相反する見解 まとめ上げることができるのではなかろうか。
 
 
